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…
…
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支
配
替
え	

２５　

支
配
代
官
等
書
上
げ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

２６　

二
川
陣
屋
設
置
を
求
め
る
設
楽
郡
ほ
か
幕
府
領
村
々
よ
り
島
田
代
官
所

宛
願
書
写
〈
安
永
四
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

２７　

赤
坂
代
官
交
替
の
風
聞
に
つ
き
書
状
〈
寛
政
元
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
56

２８　

設
楽
郡
田
口
一
〇
か
村
支
配
変
遷
の
記
録
〈
文
久
元
年
〉
…
…
…
…
…
…
57

２９　

中
泉
代
官
赤
坂
陣
屋
へ
入
陣
に
つ
き
廻
状
写
〈
丑
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
61
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争
論
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の
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３0　

渥
美
郡
高
木
村
と
古
田
村
の
境
界
争
論
に
つ
き
内
済
証
文
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
五
年
二
月
〉
…
…
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３１　

雁
峯
山
へ
の
入
山
を
求
め
る
設
楽
郡
村
々
よ
り
幕
府
大
目
付
加
賀
爪
忠

澄
宛
願
書
写
〈
寛
永
十
六
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

３２　

三
河
代
官
鈴
木
八
右
衛
門
隆
政
の
山
出
入
り
内
済
無
効
を
求
め
る
作
手

村
ほ
か
よ
り
言
上
書
控
〈
寛
永
十
六
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

３３　

刈
谷
藩
領
設
楽
郡
黒
坂
村
と
の
中
河
内
を
廻
る
争
論
に
つ
き
同
郡
草
谷

村
ほ
か
よ
り
訴
状
写
〈
寛
永
二
十
一
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64

３４　

幡
豆
郡
桐
山
村
と
同
郡
須
美
村
の
山
論
に
つ
き
三
河
代
官
鳥
山
牛
之
助

精
明
ら
に
よ
る
裁
許
状
写
〈
寛
文
元
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

３５　

鎧
池
を
廻
る
幡
豆
郡
岡
山
村
と
同
郡
瀬
戸
村
の
争
論
裁
許
絵
図
裏
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
文
十
年
十
一
月
〉
…
…
66

３６　

美
濃
大
垣
新
田
藩
と
の
貝
之
浜
を
廻
る
争
論
に
関
す
る
下
永
良
陣
屋
旗

本
諏
訪
家
の
交
渉
の
記
録
〈
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政
七
年
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家

３７　

岡
崎
藩
水
野
家
所
替
え
に
伴
う
旗
本
水
野
家
知
行
所
支
配
に
つ
き
申
渡

し
書
写
〈
宝
暦
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三
年
か
ら
明
和
四
年
〉
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
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…
70
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旗
本
水
野
家
知
行
所
碧
海
郡
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郷
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の
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許
に
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い
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の
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録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
七
年
九
月
〉
…
…
74

３９　

武
蔵
岡
部
藩
安
部
家
分
家
領
民
の
不
行
跡
赦
免
を
本
家
に
求
め
る
願
書

　
　

写
〈
安
永
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

４0　

西
端
陣
屋
旗
本
本
多
家
知
行
所
庄
屋
不
正
に
つ
き
本
家
近
江
膳
所
藩
奉

行
所
宛
内
済
証
文
写
〈
安
政
二
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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調
と
反
目

４１　

殺
生
実
施
に
つ
き
大
崎
陣
屋
交
替
寄
合
中
島
重
貞
よ
り
深
溝
陣
屋
旗
本

板
倉
家
役
人
宛
書
状
〈
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

４２　
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儀
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者
の
紛
れ
込
み
を
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ら
せ
る
中
島
重
祐
よ
り
深
溝
陣
屋
旗
本
板

倉
家
役
人
宛
書
状
〈
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

４３　

刈
谷
藩
領
碧
海
郡
井
ヶ
谷
村
で
尾
張
藩
鷹
匠
の
鷹
が
傷
ん
だ
際
の
処
理

一
件
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録
〈
元
文
二
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

４４　

尾
張
藩
主
徳
川
宗
勝
初
入
国
の
際
に
お
け
る
刈
谷
藩
三
浦
家
よ
り
の
音

物
進
呈
の
記
録
〈
元
文
四
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

４５　

肥
物
代
金
未
払
い
出
入
り
内
済
に
つ
き
尾
張
藩
鳴
海
代
官
手
代
よ
り
大

浜
陣
屋
役
人
宛
書
状
〈
嘉
永
七
年
閏
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

４６　

池
鯉
鮒
宿
乱
心
者
一
件
に
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す
る
刈
谷
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三
浦
家
の
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録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
文
三
年
四
月
か
ら
七
月
〉
…
…
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４７　

出
火
の
際
の
領
民
お
よ
び
他
領
民
の
西
尾
城
外
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門
通
行
に
つ
き
覚

書
〈
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延
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

４８　

須
美
川
川
浚
え
に
つ
き
尾
花
陣
屋
旗
本
岡
部
家
役
人
よ
り
報
告
書
下
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
九
年
正
月
・
二
月
〉
…
…
84

４９　

新
堤
築
立
に
つ
い
て
の
福
島
藩
重
原
陣
屋
と
刈
谷
藩
の
交
渉
記
録
（
抄
）

　
　

�

〈
文
化
十
三
年
六
月
か
ら
同
十
四
年
二
月
〉
…
…
86

５0　

宝
飯
郡
市
田
村
内
入
会
地
で
の
死
人
の
内
検
依
頼
に
つ
き
御
馬
陣
屋
旗

本
間
部
家
よ
り
返
書
写
〈
文
政
十
年
七
月
〉
…
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…
…
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…
…
…
…
…
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二
次
長
州
戦
争
御
進
発
に
関
す
る
九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
役
人
の
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録
〈
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応
元
年
五
月
・
閏
五
月
〉
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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三
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三
河
国
の
広
域
支
配

一　

分
担
管
理

５２　

三
河
国
絵
図
作
成
に
つ
き
岡
崎
藩
水
野
忠
盈
家
臣
よ
り
交
代
寄
合
松
平

郷
松
平
家
宛
書
状
写
〈
元
禄
十
一
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
95

５３　

三
河
と
遠
江
国
境
に
つ
き
八
名
郡
上
吉
田
村
ほ
か
よ
り
岡
崎
藩
水
野
忠

之
家
臣
宛
回
答
書
控
〈
元
禄
十
三
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
95

５４　

東
三
河
か
ら
出
る
女
関
所
手
形
ほ
か
の
発
給
元
仰
せ
付
け
ら
れ
る
に
つ

き
刈
谷
藩
三
浦
家
留
書
〈
正
徳
三
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
96

５５　

今
切
・
気
賀
・
福
島
関
所
女
手
形
発
給
に
関
す
る
規
定
書
写
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
延
享
元
年
八
月
〉
…
…
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５６　

女
関
所
手
形
発
給
元
を
岡
崎
藩
本
多
家
よ
り
刈
谷
藩
土
井
家
へ
変
更
す

る
に
つ
き
仰
せ
渡
し
書
写
〈
安
政
四
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
98
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５７　

刈
谷
藩
に
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る
吉
田
藩
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所
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享
保
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四
年
五
月
〉
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５８　

江
戸
で
の
今
切
関
所
女
手
形
発
給
申
請
を
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示
し
た
刈
谷
藩
三
浦
家
の

留
書
〈
享
保
二
十
一
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
99

二　

危
機
へ
の
対
応
と
「
御
同
国
」
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識

５９　

御
同
国
へ
の
用
状
送
付
方
法
に
関
す
る
記
録
〈
文
政
十
二
年
五
月
〉
…
…
100

６0　

三
河
諸
藩
の
加
茂
一
揆
へ
の
対
応
に
関
す
る
田
原
藩
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
七
年
九
月
か
ら
十
一
月
〉
…
…
100

６１　

赤
羽
根
沖
に
異
国
船
が
渡
来
し
た
際
に
お
け
る
田
原
藩
の
対
応
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
弘
化
三
年
六
月
か
ら
七
月
〉
…
…
105

６２　

御
同
国
他
藩
で
の
剣
術
修
行
な
ど
に
つ
き
挙
母
藩
士
宛
仰
せ
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
万
延
元
年
十
月
〉
…
…
110

三　

幕
府
・
代
官
に
よ
る
広
域
支
配

６３　

三
河
国
ほ
か
に
お
け
る
金
銀
引
替
え
に
つ
き
赤
坂
役
所
よ
り
触
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
四
年
九
月
〉
…
…
111

６４　

寺
院
名
称
取
調
べ
に
つ
き
赤
坂
役
所
よ
り
旗
本
陣
屋
宛
廻
状
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
七
年
二
月
〉
…
…
114

６５　

公
儀
調
停
に
よ
る
山
境
確
定
に
つ
き
設
楽
郡
大
石
村
と
葛
山
村
に
よ
る

取
り
交
わ
し
証
文
写
〈
明
暦
二
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
115

６６　

朝
鮮
通
信
使
通
行
時
の
負
担
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
役
人
よ
り

赤
坂
代
官
所
宛
届
書
写
〈
宝
永
七
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
116

６７　

惣
代
を
も
っ
て
嵯
峨
法
輪
寺
勧
化
取
り
集
め
を
す
る
旨
幕
府
領
お
よ
び

旗
本
知
行
所
宛
触
状
写
〈
寛
政
十
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
117

６８　

取
締
り
の
た
め
廻
村
中
の
中
泉
代
官
手
代
よ
り
召
捕
人
を
預
け
ら
れ
る

に
つ
き
請
書
控
〈
安
政
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
118

６９　

赤
坂
役
所
の
要
請
に
よ
り
領
内
の
穀
留
実
施
に
つ
き
新
城
陣
屋
交
代
寄

合
菅
沼
家
よ
り
触
書
写
〈
安
政
七
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
118

７0　

東
広
瀬
分
一
番
所
請
負
金
に
つ
き
遠
江
河
合
代
官
よ
り
入
札
案
内
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
禄
五
年
十
一
月
〉
…
…
119

７１　

段
戸
山
商
人
請
負
の
伐
木
払
下
げ
に
つ
き
遠
江
河
合
代
官
よ
り
入
札
案

内
書
写
〈
元
禄
十
六
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
119

７２　

矢
作
橋
・
吉
田
橋
修
復
普
請
に
つ
き
美
濃
笠
松
代
官
所
よ
り
入
札
案
内

書
写
〈
享
保
十
五
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
120

７３　

矢
作
橋
普
請
用
材
を
平
坂
湊
へ
集
荷
す
る
際
に
お
け
る
西
尾
藩
の
記
録

（
抄
）〈
宝
暦
十
一
年
か
ら
同
十
二
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
122

７４　

伏
見
屋
新
田
新
堀
川
築
造
に
つ
き
赤
坂
お
よ
び
中
泉
代
官
よ
り
幕
府
勘

定
所
宛
提
案
書
写
〈
元
禄
十
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
124

７５　

伏
見
屋
新
田
新
堀
割
普
請
負
担
金
滞
り
な
く
支
払
う
に
つ
き
碧
海
郡
米

津
村
よ
り
証
文
下
書
〈
宝
暦
八
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
126

７６　

八
名
郡
吉
川
村
再
建
案
に
つ
き
赤
坂
代
官
辻
甚
太
郎
守
貞
よ
り
幕
府
勘

定
所
宛
提
案
書
写
〈
寛
政
十
一
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
127

７７　

幕
府
領
に
お
け
る
年
貢
収
納
・
役
負
担
な
ど
に
関
す
る
留
書
…
…
…
…
…
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質

第
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節
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配
機
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・
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臣
団

一　

家
中
統
制

７８　

西
尾
藩
主
三
浦
明
次
よ
り
家
中
宛
定
書
写
〈
宝
暦
六
年
九
月
〉
…
…
…
…
134

７９　

西
尾
藩
主
松
平
乗
完
京
都
所
司
代
就
任
に
よ
り
上
京
に
つ
き
同
行
の
家

中
宛
仰
せ
渡
し
書
写
〈
天
明
八
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
134

８0　

寛
政
元
年
七
月
作
成
の
「
安
家
制
度
」
見
直
し
に
つ
き
武
蔵
岡
部
藩
安

部
家
家
中
宛
通
知
書
〈
文
化
四
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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８１　

武
蔵
岡
部
藩
安
部
家
家
中
定
書
に
つ
き
藩
主
へ
の
伺
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
明
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年
六
月
・
十
月
〉
…
…
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８２　

九
久
平
陣
屋
旗
本
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岡
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月
〉
…
…
…
…
…
…
253

１４７　

武
蔵
岡
部
藩
安
部
家
の
三
河
領
分
収
支
見
積
書
〈
天
保
十
二
年
十
月
〉
…
255

１４８　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
の
嘉
永
六
年
分
収
支
決
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
七
年
正
月
〉
…
…
259

１４９　

年
賦
金
返
済
に
つ
き
幕
府
金
奉
行
よ
り
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
清
昌

宛
請
取
書
〈
寛
永
十
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
263

１５0　

年
賦
金
返
済
に
つ
き
幕
府
金
奉
行
よ
り
挙
母
藩
三
宅
康
盛
宛
請
取
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
十
七
年
十
二
月
〉
…
…
264

１５１　

岡
崎
藩
主
松
平
康
福
の
拝
借
金
返
済
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
二
年
か
ら
安
永
三
年
〉
…
…
264

１５２　

近
年
数
度
の
天
災
等
の
た
め
拝
借
金
返
済
延
引
を
求
め
る
岡
崎
藩
主
本

多
忠
民
よ
り
願
書
控
〈
安
政
五
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
266

１５３　

藩
財
政
悪
化
に
つ
き
大
坂
加
番
へ
の
任
命
を
求
め
る
挙
母
藩
主
内
藤
政

優
よ
り
願
書
写
〈
天
保
七
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
267

１５４　

藩
財
政
悪
化
に
つ
き
大
坂
加
番
へ
の
任
命
を
求
め
る
西
大
平
藩
主
大
岡

忠
敬
よ
り
願
書
〈
安
政
六
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
268

三　

財
政
改
革

１５５　

刈
谷
藩
三
浦
家
給
米
減
給
率
緩
和
に
つ
き
家
中
宛
申
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
享
保
元
年
十
一
月
〉
…
…
269

１５６　

保
久
陣
屋
旗
本
石
川
家
が
さ
ら
な
る
借
財
を
得
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
の
記
録
〈
享
保
二
十
年
三
月
・
閏
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
269

１５７　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
財
政
難
の
た
め
賄
方
引
受
け
に
つ
き
鈴
木

吉
左
衛
門
よ
り
提
言
書
控
〈
安
永
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
271

１５８　

岡
崎
藩
本
多
家
の
収
支
見
積
書
〈
寛
政
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
273

１５９　

諸
借
用
金
返
済
五
か
年
停
止
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
顕
よ
り
随
念
寺

宛
書
状
〈
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
274

１６0　

岡
崎
藩
本
多
家
財
政
改
革
の
趣
旨
承
知
に
つ
き
額
田
郡
小
呂
村
よ
り
請

書
控
〈
寛
政
五
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
275

１６１　

田
原
藩
三
宅
家
財
政
改
革
に
つ
き
藩
主
直
書
お
よ
び
家
臣
宛
仰
せ
渡
し

書
写
〈
文
政
十
三
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
276

１６２　

長
沢
陣
屋
旗
本
巨
勢
家
の
仕
法
立
帳
〈
安
政
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
278

四　

資
金
調
達
と
御
用
達

１６３　

上
総
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
家
の
三
河
領
内
御
用
金
引
受
け
に
つ
き
取

決
め
書
写
〈
宝
永
四
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
280

１６４　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
の
御
用
金
引
受
け
に
つ
き
宝
飯
郡
前
芝
村
加
藤

六
蔵
の
記
録
〈
文
化
七
年
か
ら
十
二
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
282

１６５　

御
用
金
上
納
に
つ
き
新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
よ
り
仰
せ
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
三
年
十
月
〉
…
…
283

１６６　

戸
田
家
所
替
え
に
よ
り
先
納
金
返
済
滞
り
に
つ
き
返
済
を
求
め
る
宝
飯

郡
四
か
村
よ
り
願
書
写
〈
元
文
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
283

１６７　

西
大
平
藩
先
納
金
差
し
支
え
祠
堂
金
借
用
に
つ
き
宝
飯
郡
西
方
村
よ
り

大
恩
寺
宛
証
文
写
〈
宝
暦
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
284

１６８　

祠
堂
金
借
用
に
つ
き
岡
崎
藩
本
多
家
よ
り
随
念
寺
宛
証
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
四
年
十
一
月
〉
…
…
285

１６９　

祠
堂
金
借
用
に
つ
き
刈
谷
藩
土
井
家
領
分
碧
海
郡
泉
田
村
よ
り
随
念
寺

宛
証
文
案
〈
文
政
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
285

１７0　

貸
付
金
借
用
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
よ
り
笠
松
代
官
所
宛
証
文

写
〈
文
政
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
286

１７１　

中
泉
代
官
所
貸
付
金
借
用
の
手
続
に
つ
き
寺
島
陣
屋
旗
本
小
笠
原
家
陣

屋
役
人
よ
り
書
状
写
〈
文
政
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
287

１７２　

岡
崎
藩
本
多
家
の
返
金
講
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
十
三
年
か
ら
天
保
二
年
〉
…
…
292

１７３　

岡
崎
藩
本
多
家
の
返
金
講
お
よ
び
融
通
講
に
つ
き
同
藩
士
塩
田
多
蔵
よ

り
書
状
写
〈
天
保
十
一
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
293

１７４　

西
尾
藩
大
給
松
平
家
の
頼
母
子
講
に
関
す
る
記
録
（
抄
）

�

〈
天
保
九
年
か
ら
同
十
一
年
〉
…
…
294



　細目次　

１７５　

上
総
大
多
喜
藩
松
平
家
領
分
自
分
買
い
受
け
の
切
手
米
速
や
か
に
渡
し

願
う
に
つ
き
訴
状
写
〈
文
政
九
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
296

１７６　

碧
海
郡
花
園
村
寺
田
家
に
よ
る
駿
河
沼
津
藩
水
野
家
御
用
達
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
二
年
四
月
〉
…
…
299

１７７　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
よ
り
江
戸
へ
送
金
に
つ
き
為
替
証
文
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
七
年
正
月
〉
…
…
303

第
二
節
　
災
害
・
飢
饉
へ
の
対
応

一　

地
震
・
風
水
害
・
火
災

１７８　

宝
永
地
震
に
よ
る
吉
田
藩
領
の
被
害
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
永
四
年
十
月
〉
…
…
304

１７９　

安
政
地
震
に
よ
る
吉
田
藩
領
の
被
害
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
七
年
十
一
月
〉
…
…
305

１８0　

安
政
地
震
に
よ
る
被
災
へ
の
対
処
法
に
つ
き
吉
田
藩
士
西
岡
介
蔵
よ
り

上
申
書
（
抄
）〈
安
政
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
310

１８１　

吉
田
藩
領
宝
飯
郡
大
塚
村
の
高
波
と
高
潮
に
よ
る
被
害
に
つ
き
報
告
書

写
〈
安
政
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
315

１８２　

根
崎
陣
屋
旗
本
松
平
家
知
行
所
に
お
け
る
国
役
普
請
実
施
を
求
め
る
願

書
写
〈
天
明
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
317

１８３　

陸
奥
福
島
藩
貝
吹
陣
屋
役
人
名
倉
家
に
よ
る
洪
水
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
永
八
年
八
月
・
寛
政
元
年
六
月
〉
…
…
318

１８４　

田
原
藩
領
内
の
大
風
・
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
の
報
告
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
七
年
十
月
〉
…
…
320

１８５　

形
原
陣
屋
旗
本
巨
勢
家
知
行
所
に
お
け
る
風
水
害
状
況
と
対
処
に
関
す

る
記
録
〈
万
延
元
年
五
月
か
ら
同
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
321

１８６　

交
代
寄
合
菅
沼
家
知
行
所
新
城
下
町
大
火
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
七
年
正
月
・
閏
三
月
〉
…
…
329

１８７　

矢
作
橋
架
橋
ま
た
は
渡
船
の
管
轄
替
え
を
求
め
る
岡
崎
藩
よ
り
幕
府
勘

定
奉
行
宛
願
書
写
〈
文
久
元
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
334

二　

飢
饉

１８８　

飢
餓
者
へ
の
飯
米
給
付
に
関
す
る
刈
谷
藩
三
浦
家
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
正
徳
四
年
二
月
か
ら
同
五
年
四
月
〉
…
…
335

１８９　

田
原
藩
の
津
留
政
策
の
詳
細
に
つ
き
同
藩
よ
り
岡
崎
藩
郡
奉
行
宛
回
答

書
写
〈
天
明
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
337

１９0　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
が
領
内
凶
荒
の
た
め
参
勤
延
引
を
許
可
さ
れ
た
際

の
記
録
〈
天
保
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
338

１９１　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
の
窮
民
救
済
褒
賞
に
つ
き
幕
府
よ
り
呼
出
し
状
お

よ
び
褒
状
写
〈
天
保
九
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
340

１９２　

田
原
藩
義
倉
「
報
民
倉
」
建
設
に
関
す
る
記
録
〈
天
保
六
年
〉
…
…
…
…
340

１９３　

義
倉
米
仕
法
に
つ
き
西
尾
藩
賄
方
宛
上
申
書
写
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
342

１９４　

西
尾
藩
義
倉
米
仕
法
書
〈
嘉
永
七
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
343

１９５　

貯
穀
を
籾
か
ら
米
へ
改
め
た
き
に
つ
き
西
大
平
藩
よ
り
幕
府
宛
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
三
年
三
月
〉
…
…
344

第
四
章
　
幕
府
・
朝
廷
と
三
河
諸
領
主

第
一
節
　
幕
政
へ
の
関
与

１９６　

西
尾
藩
主
松
平
乗
完
老
中
在
任
中
の
勤
役
の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
346

１９７　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
の
西
の
丸
見
習
役
勤
務
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
349

１９８　

挙
母
藩
主
内
藤
政
優
奏
者
番
就
任
に
つ
き
指
示
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
三
年
七
月
〉
…
…
356

１９９　

吉
田
藩
主
松
平
信
順
大
坂
城
代
在
任
中
の
記
録
〈
天
保
二
年
七
月
〉
…
…
357

２00　

八
朔
初
登
城
時
の
老
中
礼
勤
に
関
す
る
問
合
せ
と
回
答
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
七
年
十
月
〉
…
…
380

２0１　

将
軍
代
替
り
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
保
よ
り
起
請
文
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
三
年
三
月
〉
…
…
381



細目次　

第
二
節
　
江
戸
と
国
元

一　

在
府
中
の
動
き

２0２　

吉
田
藩
主
松
平
信
明
在
府
時
の
記
録
〈
安
永
十
年
・
天
明
二
年
〉
…
…
…
383

２0３　

田
原
藩
主
三
宅
康
友
の
江
戸
城
勤
番
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
年
六
月
〉
…
…
385

２0４　

松
平
康
福
岡
崎
藩
主
時
代
の
記
録
抜
書

�
〈
宝
暦
十
二
年
十
二
月
か
ら
天
明
五
年
十
一
月
〉
…
…
388

２0５　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
敬
信
の
登
城
廻
勤
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
万
延
元
年
七
月
〉
…
…
408

２0６　

息
子
の
年
始
登
城
の
首
尾
を
喜
ぶ
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康
徳
宛

書
状
〈（
享
保
十
一
年
以
前
）
正
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
409

２0７　

将
軍
綱
吉
上
野
参
詣
時
の
上
屋
敷
詰
め
を
褒
め
る
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
410

２0８　

宝
永
と
改
元
の
た
め
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康
徳
宛

書
状
〈
宝
永
元
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
411

２0９　

御
用
の
た
め
屋
敷
の
代
地
を
下
谷
に
下
さ
れ
る
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅

康
雄
よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
元
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
411

２１0　

宝
永
地
震
に
よ
る
諸
大
名
の
登
城
な
き
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ

り
同
康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
四
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
412

２１１　

立
坊･

立
后
御
祝
儀
の
た
め
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同

康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
五
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
412

２１２　

水
戸
藩
主
徳
川
綱
条
逝
去
に
伴
う
総
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
413

２１３　

朝
鮮
通
信
使
馳
走
役
へ
の
任
命
な
き
こ
と
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
413

２１４　

紅
葉
山
東
照
宮
社
参
供
奉
な
ど
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康

徳
宛
書
状
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
414

二　

幕
府
役
人
の
派
遣

２１５　

幕
府
役
人
の
領
内
巡
見
に
お
け
る
西
尾
藩
三
浦
家
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
一
年
正
月
〉
…
…
415

三　

居
城

２１６　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
宛
老
中
連
署
奉
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
禄
十
三
年
八
月
〉
…
…
421

２１７　

地
震
に
よ
る
幕
府
へ
の
城
の
被
害
届
け
出
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
421

２１８　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
西
尾
藩
主
松
平
乗
全
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
元
年
六
月
〉
…
…
422

２１９　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
西
尾
藩
主
松
平
乗
全
宛
老
中
連
署
奉
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
元
年
六
月
〉
…
…
422

２２0　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
典
宛
老
中
連
署
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
明
三
年
十
一
月
〉
…
…
423

２２１　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
423

２２２　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
宛
老
中
連
署
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
423

２２３　

田
原
城
修
復
絵
図
〈
正
徳
五
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
424

２２４　

西
尾
城
修
復
絵
図
〈
嘉
永
三
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
425

２２５　

吉
田
城
修
復
絵
図
〈
安
政
四
年
閏
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
426

第
三
節
　
幕
府
勤
役

一　

参
勤
交
代

２２６　

吉
田
藩
松
平
家
の
参
勤
手
続
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
四
年
・
明
和
三
年
・
同
四
年
〉
…
…
427

２２７　

病
気
療
養
の
た
め
帰
国
繰
り
延
べ
に
つ
き
挙
母
藩
主
内
藤
政
優
よ
り
願

書
写
〈
天
保
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
430

２２８　

諸
国
領
主
参
勤
交
代
の
組
合
せ
の
記
録
〈
天
保
十
一
年
九
月
〉
…
…
…
…
431

２２９　

岡
崎
藩
主
所
替
え
に
伴
う
参
勤
交
代
組
合
せ
変
更
に
関
す
る
西
尾
藩
三

浦
家
の
記
録
〈
宝
暦
十
二
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
432

２３0　

桑
名
藩
主
病
気
に
伴
い
田
原
藩
三
宅
家
と
伊
勢
亀
山
藩
石
川
家
の
参
勤



　細目次　

入
替
え
に
関
す
る
記
録
〈
天
保
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
433

二　

役
と
勤
役

２３１　

江
戸
城
の
石
献
上
に
つ
き
徳
川
秀
忠
御
内
書
お
よ
び
老
中
土
井
利
勝
よ

り
松
平
清
昌
宛
礼
状
〈
元
和
六
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

２３２　

吹
上
門
番
任
命
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
義
堯
宛
大
番
頭
連
署

状
〈
元
禄
十
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

２３３　

竹
橋
門
番
任
命
に
つ
き
刈
谷
藩
土
井
家
留
守
居
よ
り
信
濃
松
代
藩
家
中

宛
書
状
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

２３４　

大
坂
加
番
任
命
へ
の
礼
状
に
対
す
る
西
丸
老
中
松
平
乗
保
よ
り
挙
母
藩

主
内
藤
政
成
宛
返
札
状
〈
文
化
十
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
439

２３５　

前
藩
主
死
去
に
伴
う
今
切
関
所
手
形
発
給
方
法
問
合
せ
に
つ
き
岡
崎
藩

よ
り
田
原
藩
宛
書
状
〈
寛
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
439

２３６　

今
切
関
所
詰
の
吉
田
藩
士
の
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
三
年
・
同
十
一
年
八
月
〉
…
…
440

三　

供
奉

２３７　

将
軍
綱
吉
増
上
寺
仏
殿
参
詣
へ
の
供
奉
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ

り
同
康
徳
宛
書
状
〈
元
禄
二
年
閏
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
442

２３８　

松
平
直
幸
が
田
原
藩
主
三
宅
康
武
と
と
も
に
日
光
祭
礼
奉
行
を
勤
め
た

際
の
記
録
（
抄
）〈
天
明
四
年
四
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
443

第
四
節
　
朝
廷
と
の
関
わ
り

２３９　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
清
昌
諸
大
夫
成
礼
物
に
つ
き
広
橋
大
納
言
家

家
来
よ
り
受
取
書
写
〈
元
和
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
448

２４0　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
恒
位
記
〈
明
和
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
449

２４１　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
移
諸
大
夫
成
礼
物
に
つ
き
千
種
前
中
納
言
家
家
来

ほ
か
よ
り
請
取
書
〈
寛
政
十
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
450

２４２　

知
恩
院
宮
尊
起
法
親
王
寄
付
状
〈
天
保
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
451

２４３　

後
水
尾
天
皇
二
条
城
行
幸
時
に
お
け
る
幕
府
に
よ
る
接
待
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
三
年
九
月
〉
…
…
451

２４４　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
愛
参
内
図
詞
書
〈
弘
化
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
453

第
五
章
　
身
分
・
格
式
と
由
緒

第
一
節
　
家
の
歴
史

一　

由
緒
と
三
河

２４５　

額
田
郡
土
呂
村
郷
士
松
平
甚
助
家
の
由
緒
書
お
よ
び
奉
公
の
願
書
（
抄
）

　

�

　
〈
寛
政
七
年
十
一
月
〉
…
…
456

２４６　

長
沢
松
平
家
取
立
て
経
緯
の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
459

２４７　

松
平
源
七
郎
取
立
て
に
つ
き
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
正
住
よ
り
老
中
阿
部

正
弘
宛
願
書
写
〈
嘉
永
元
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
461

２４８　

長
沢
松
平
家
取
立
て
に
つ
き
美
作
津
山
藩
主
松
平
慶
倫
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
六
年
五
月
〉
…
…
462

２４９　

長
沢
の
地
引
き
払
い
に
つ
き
旗
本
松
平
源
七
郎
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
六
年
十
月
〉
…
…
462

２５0　

大
河
内
松
平
家
家
譜
発
端
〈
享
保
十
九
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
463

２５１　

大
河
内
松
平
家
先
祖
の
地
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ
き
松
平
源
七
郎
ほ
か

よ
り
回
答
書
〈（
享
保
十
八
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
464

２５２　

上
総
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
家
の
先
祖
由
緒
の
地
に
よ
る
三
河
の
領
知

継
続
に
関
す
る
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
466

２５３　

石
見
浜
田
藩
松
井
松
平
家
に
よ
る
十
八
竈
と
称
さ
れ
る
家
臣
の
家
筋
に

関
す
る
調
査
書
〈
天
明
五
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
467

二　

幕
府
編
纂
事
業
へ
の
対
応

２５４　

三
河
代
官
鈴
木
八
右
衛
門
家
家
譜
〈
寛
永
十
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
469

２５５　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
家
譜
〈（
寛
永
十
八
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
470

２５６　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
定
実
の
履
歴
〈
寛
政
十
一
年
十
二
月
〉
…
…
…
472

２５７　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
編
纂
時
に
お
け
る
岡
崎
藩
本
多
家
の
系
譜
調
査

に
関
す
る
記
録
〈
文
化
七
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
475

第
二
節
　
家
政
と
家
格

一　

家
の
存
続

２５８　

西
尾
藩
主
土
井
利
意
の
親
類
書
〈
正
徳
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
482



細目次　

２５９　

当
分
養
子
の
許
可
を
求
め
る
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
義
峰
よ
り
幕
府

老
中
宛
願
書
控
〈
明
和
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
484

２６0　

挙
母
藩
主
内
藤
政
文
と
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
と
の
対
面
に
つ
き
彦
根
藩

城
使
よ
り
側
役
宛
書
状
写
〈
嘉
永
七
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
485

２６１　

挙
母
藩
主
内
藤
政
文
と
の
対
面
許
可
を
求
め
る
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
よ

り
幕
府
宛
願
書
写
〈
嘉
永
七
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
486

２６２　

家
中
統
制
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
高
よ
り
藩
主
三
宅
康
之
・
年

寄
ら
へ
の
申
渡
し
書
写
〈
宝
暦
五
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
486

２６３　

形
原
陣
屋
旗
本
巨
勢
至
親
死
去
に
つ
き
同
家
家
来
よ
り
陣
屋
役
人
宛
書

状
〈
天
明
六
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
488

２６４　

長
圓
寺
で
執
り
行
わ
れ
た
陸
奥
福
島
藩
主
板
倉
勝
俊
の
葬
儀
に
関
す
る

記
録
〈
天
保
十
二
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
489

２６５　

刈
谷
藩
土
井
家
の
法
要
に
お
け
る
代
参
お
よ
び
供
物
に
関
す
る
規
定
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
八
年
八
月
〉
…
…
500

２６６　

三
宅
氏
一
族
の
寄
合
に
お
け
る
取
決
め
書
写
〈
文
化
五
年
四
月
〉
…
…
…
503

２６７　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
愛
親
類
書
〈
天
保
八
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
504

二　

家
格

２６８　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
の
江
戸
城
内
に
お
け
る
儀
礼
に
関
す
る
記

録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
507

２６９　

交
代
寄
合
松
平
郷
松
平
家
の
家
格
に
つ
き
江
戸
留
守
居
よ
り
大
目
付
宛

回
答
書
写
〈
文
政
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
510

２７0　

江
戸
城
帝
鑑
間
席
座
順
〈
天
保
三
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
511

２７１　

尾
張
藩
使
者
へ
の
接
遇
に
関
す
る
岡
崎
藩
本
多
家
の
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
七
年
〉
…
…
514

２７２　

西
大
平
藩
大
岡
家
に
お
け
る
両
敬
・
片
敬
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
慶
応
四
年
正
月
）〉
…
…
515

第
三
節
　
武
士
身
分
と
そ
の
周
辺

一　

家
臣
の
由
緒
と
格
式

２７３　

岡
崎
藩
本
多
家
家
臣
都
筑
家
の
先
祖
に
つ
き
口
上
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
寛
政
二
年
）
八
月
〉
…
…
518

２７４　

岡
崎
藩
本
多
家
家
臣
梶
家
家
譜
（
抄
）〈
文
化
元
年
九
月
〉　

…
…
…
…
…
521

２７５　

林
道
休
が
本
多
家
へ
召
し
抱
え
ら
れ
る
経
緯
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
禄
十
四
年
十
月
〉
…
…
527

２７６　

御
目
見
の
家
臣
は
こ
れ
ま
で
通
り
駕
籠
に
て
関
所
通
行
を
許
可
す
る
幕

府
よ
り
通
達
写
〈
寛
政
三
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
529

２７７　

岡
崎
藩
本
多
家
重
臣
中
根
・
都
筑
・
梶
・
河
合
・
林
家
の
家
格
に
関
す

る
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
529

２７８　

本
多
家
に
付
属
し
た
元
御
家
人
に
対
す
る
幕
府
よ
り
の
系
図
調
査
に
関

す
る
記
録
〈
文
化
元
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
530

２７９　

武
蔵
岡
部
藩
士
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
の
知
行
・
扶
持
・
切
米
等
削

減
に
関
す
る
定
書
写
（
抄
）〈
天
明
二
年
九
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
534

２８0　

武
蔵
岡
部
藩
士
の
家
督
相
続
お
よ
び
召
抱
え
に
関
す
る
定
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
戌
五
月
〉
…
…
537

２８１　

田
原
藩
足
軽
山
口
甚
平
の
由
緒
書
写
〈
享
保
十
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
541

二　

支
配
の
末
端
を
に
な
う
人
々

２８２　

本
宿
陣
屋
旗
本
柴
田
家
陣
屋
役
人
冨
田
家
の
先
祖
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
三
年
八
月
〉
…
…
542

２８３　

苗
字
帯
刀
の
取
締
り
に
つ
き
額
田
郡
石
原
村
ほ
か
よ
り
赤
坂
代
官
所
宛

請
書
控
〈
寛
延
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
546

２８４　

給
人
格
仰
せ
付
け
に
つ
き
新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
よ
り
鈴
木
吉
左

衛
門
宛
申
渡
し
書
〈
文
化
十
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
547

２８５　

同
格
の
御
用
達
へ
の
袴
着
用
時
の
帯
刀
徹
底
を
求
め
る
西
尾
藩
御
用
達

頭
取
衆
宛
願
書
控
〈
午
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
548

第
六
章
　
武
士
の
生
活
・
文
化

第
一
節
　
年
中
行
事

２８６　

吉
田
藩
の
年
中
行
事
写
〈
天
保
十
三
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
550

２８７　

田
原
藩
主
在
国
中
の
年
中
行
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
583

２８８　

田
原
藩
主
在
府
中
の
年
中
行
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
593
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２８９　

岡
崎
藩
本
多
家
奥
向
に
お
け
る
節
供
な
ど
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
年
六
月
〉
…
…
596

第
二
節
　
規
律
と
交
際

一　

規
律

２９0　

岡
崎
藩
士
の
心
得
書
写
〈
万
延
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
604

２９１　

岡
崎
藩
士
の
行
事
等
に
お
け
る
服
装
な
ど
の
規
定
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
十
一
月
〉
…
…
607

２９２　

士
道
の
嗜
み
・
心
懸
け
に
つ
き
西
尾
藩
達
書
〈
酉
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
610

二　

贈
答

２９３　

刈
谷
藩
主
土
井
家
よ
り
の
将
軍
家
・
尾
張
徳
川
家
等
へ
の
献
上
品
な
ど

の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
610

２９４　

挙
母
藩
主
内
藤
学
文
か
ら
将
軍
と
世
子
へ
の
献
上
品
添
状
お
よ
び
返
礼

状
写
〈
安
永
二
年
八
月
・
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
615

２９５　

国
元
で
は
入
手
で
き
な
い
品
送
付
に
つ
き
江
戸
の
三
宅
康
直
よ
り
田
原

藩
主
同
康
保
宛
書
状
〈
安
政
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
616

三　

接
待

２９６　

田
原
藩
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
尾
張
藩
主
お
よ
び
水
戸
藩
主
へ
の
接
待
の

記
録
〈
天
保
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
617

２９７　

酒
井
忠
顕
ら
の
接
待
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
直
よ
り
藩
主
同
康

保
宛
書
状
〈
安
政
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
621

四　

道
具

２９８　

吉
田
藩
松
平
家
所
持
の
道
具
の
由
緒
書
〈
明
和
五
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
624

第
三
節
　
藩
校

２９９　

田
原
藩
藩
校
成
章
館
教
授
へ
の
褒
賞
の
記
録
〈
天
保
二
年
正
月
〉
…
…
…
628

３00　

田
原
藩
藩
校
成
章
館
で
の
芸
事
奨
励
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
五
年
九
月
・
十
二
月
〉
…
…
630

第
四
節
　
生
活

一　

暮
ら
し

３0１　

岡
崎
城
内
に
お
け
る
年
末
年
始
の
給
仕
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
八
年
十
二
月
か
ら
同
九
年
正
月
〉
…
…
631

３0２　

駿
河
沼
津
藩
江
戸
屋
敷
へ
到
着
の
様
子
を
知
ら
せ
る
同
藩
士
よ
り
御
用

達
ら
宛
書
状
〈
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
633

３0３　

江
戸
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
刈
谷
藩
医
村
上
玄
意
よ
り
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
正
月
・
三
月
〉
…
…
636

３0４　

借
用
金
返
済
に
つ
き
吉
田
藩
重
臣
よ
り
同
藩
御
用
達
宛
質
物
の
道
具
類

受
取
書
〈
享
和
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
639

３0５　

刈
谷
藩
士
出
奔
に
よ
り
久
離
を
求
め
る
諸
親
類
一
同
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
二
年
九
月
〉
…
…
639

３0６　

尾
張
藩
重
臣
渡
辺
半
蔵
家
家
来
渥
美
郡
福
島
新
田
を
東
本
願
寺
へ
献
納

に
つ
き
吉
田
藩
宛
届
書
写
〈
安
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
640

３0７　

刈
谷
に
入
封
し
た
三
浦
家
家
臣
へ
の
住
居
宛
が
い
に
関
す
る
記
録

�

〈
正
徳
三
年
二
月
か
ら
五
月
〉
…
…
640

二　

武
芸

３0８　

稽
古
奨
励
に
つ
き
西
尾
藩
松
平
家
家
中
宛
通
知
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
643

３0９　

山
本
勘
助
流
兵
学
伝
授
に
つ
き
岡
崎
藩
士
よ
り
起
請
文
前
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
明
六
年
三
月
〉
…
…
643

３１0　

竹
林
流
お
よ
び
大
和
流
岡
崎
藩
士
門
弟
に
よ
る
江
戸
で
の
百
射
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
八
年
二
月
・
三
月
〉
…
…
644

３１１　

西
大
平
藩
大
岡
家
の
弓
術
指
南
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
648

三　

芸
能

３１２　

茶
道
伝
授
に
つ
き
刈
谷
藩
主
土
井
利
以
よ
り
同
藩
宍
戸
隆
喜
宛
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
一
月
〉
…
…
648

３１３　

金
剛
流
能
の
稽
古
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
直
よ
り
藩
主
同
康
保

宛
書
状
〈（
安
政
四
年
八
月
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
650

３１４　

写
真
返
却
と
硝
酸
銀
製
法
教
示
に
つ
き
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主
三
宅

康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
651
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３１５　

写
真
返
却
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主
三
宅

康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
651

３１６　

硝
酸
と
硫
酸
の
分
量
尋
ね
に
つ
き
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主

三
宅
康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
652

３１７　

硝
酸
銀
製
法
書
送
付
の
礼
等
に
つ
き
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩

主
三
宅
康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
652

第
七
章
　
寺
社
と
領
主

第
一
節
　
武
家
の
菩
提
寺

一　

徳
川
氏
の
菩
提
寺

３１８　

松
平
忠
吉
墓
守
加
藤
三
十
郎
黒
印
状
を
尾
張
藩
へ
差
し
出
す
際
の
隣
松

寺
の
記
録
（
抄
）〈
文
政
十
年
か
ら
同
十
二
年
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
654

３１９　

徳
川
義
直
黒
印
状
を
尾
張
藩
へ
差
上
げ
に
つ
き
隣
松
寺
よ
り
口
上
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
四
年
十
二
月
〉
…
…
661

３２0　

松
平
忠
吉
ほ
か
の
廟
所
補
修
に
つ
き
公
儀
普
請
並
を
求
め
る
隣
松
寺
よ

り
尾
張
藩
宛
願
書
写
〈
天
保
五
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
662

３２１　

肥
前
小
城
藩
主
鍋
島
直
堯
に
よ
る
大
樹
寺
参
拝
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
五
年
五
月
〉
…
…
663

３２２　

徳
川
遠
祖
廟
所
修
復
料
へ
の
援
助
を
求
め
る
称
名
寺
よ
り
駿
河
沼
津
藩

水
野
家
宛
願
書
写
〈（
弘
化
二
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
668

二　

諸
武
家
の
菩
提
寺

３２３　

八
幡
宮
へ
家
康
像
奉
納
に
つ
き
中
野
了
照
よ
り
寺
部
采
女
正
宛
添
状
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
貞
享
二
年
五
月
〉
…
…
669

３２４　

備
後
福
山
藩
水
野
家
断
絶
に
つ
き
菩
提
寺
泉
龍
寺
の
存
続
を
願
う
同
寺

よ
り
西
明
寺
宛
書
状
〈
元
禄
十
一
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
670

３２５　

備
後
福
山
藩
水
野
家
断
絶
に
つ
き
存
続
困
難
の
た
め
出
勤
を
断
る
泉
龍

寺
よ
り
西
明
寺
宛
書
状
〈
元
禄
十
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
671

３２６　

丹
波
亀
山
藩
士
黒
柳
家
の
先
祖
書
に
よ
る
藩
主
形
原
松
平
家
の
菩
提
寺

に
関
す
る
記
録
〈
明
和
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
672

３２７　

近
江
水
口
藩
主
加
藤
明
熙
か
ら
の
本
尊
宮
殿
寄
付
を
許
可
に
つ
き
本
山

よ
り
本
證
寺
宛
通
知
書
〈
宝
暦
十
一
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
673

３２８　

近
江
水
口
藩
主
加
藤
明
熙
寄
付
の
本
尊
宮
殿
に
関
す
る
本
證
寺
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
十
一
年
か
ら
同
十
三
年
〉
…
…
673

３２９　

葬
所
が
判
明
し
た
家
祖
信
孝
の
回
向
依
頼
に
つ
き
旗
本
松
平
忠
敷
家
来

よ
り
浄
珠
院
宛
書
状
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
680

３３0　

供
養
料
に
つ
き
浄
珠
院
よ
り
旗
本
松
平
忠
敷
家
来
宛
受
取
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
681

３３１　

毎
年
家
祖
信
孝
の
回
向
実
施
を
依
頼
に
つ
き
旗
本
松
平
忠
敷
よ
り
浄
珠

院
宛
書
状
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
681

３３２　

先
祖
元
俊
妻
の
法
号
な
ど
問
合
せ
に
つ
き
旗
本
上
田
清
右
衛
門
か
ら
浄

珠
院
宛
書
状
〈（
天
保
六
年
）
閏
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
682

３３３　

足
助
香
積
寺
へ
の
祖
先
回
向
依
頼
お
よ
び
代
拝
に
関
す
る
尾
張
藩
成
瀬

家
の
記
録
（
抄
）〈
文
化
四
年
よ
り
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
683

第
二
節
　
地
域
秩
序
と
寺
社

一　

秩
序
の
模
索
と
形
成

３３４　

三
州
奥
郡
に
お
け
る
寺
社
へ
の
朱
印
状
発
給
に
つ
き
伊
奈
忠
次
よ
り
田

原
藩
重
臣
宛
届
書
〈
慶
長
六
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
687

３３５　

甘
泉
寺
領
に
つ
き
作
手
藩
山
田
清
大
夫
・
黒
谷
弥
兵
衛
連
署
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
長
十
一
年
三
月
〉
…
…
687

３３６　

御
上
洛
に
つ
き
出
仕
を
求
め
る
石
川
家
成
よ
り
三
河
真
宗
寺
院
宛
書
状

写
〈（
慶
長
十
一
年
以
前
）
四
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
687

３３７　

松
平
広
忠
判
物
あ
る
に
よ
り
浄
妙
寺
の
道
場
屋
敷
に
相
違
な
き
に
つ
き

石
川
家
成
よ
り
書
状
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
688

３３８　

浄
妙
寺
屋
敷
の
こ
と
申
し
上
げ
済
み
に
つ
き
石
川
家
成
よ
り
本
多
某
宛

書
状
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
688

３３９　

新
城
領
内
の
朱
印
を
望
む
寺
院
の
石
高
・
判
物
報
告
に
つ
き
佐
藤
三
右

衛
門
ほ
か
連
署
状
写
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
689

３４0　

三
河
か
ら
上
方
ま
で
の
曹
洞
宗
門
徒
改
め
に
つ
き
板
倉
勝
重
よ
り
本
光

寺
隠
居
宛
書
状
〈
慶
長
十
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
689



　細目次　

３４１　

花
岳
寺
領
等
は
伊
奈
忠
次
の
慶
長
検
地
に
て
宛
行
に
つ
き
板
倉
勝
重
家

臣
宛
吉
良
義
弥
添
状
控
〈
元
和
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
690

３４２　

大
林
寺
住
職
に
つ
い
て
門
派
は
相
違
申
さ
ぬ
よ
う
依
頼
に
つ
き
板
倉
勝

重
よ
り
書
状
〈（
慶
長
・
元
和
頃
）
十
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
690

３４３　

松
平
忠
直
昵
懇
の
者
三
河
国
通
行
に
つ
き
接
待
を
依
頼
す
る
真
能
よ
り

満
性
寺
宛
書
状
〈（
慶
長
・
元
和
頃
）
八
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
691

３４４　

妙
心
寺
派
転
派
前
後
の
東
観
音
寺
住
職
書
上
げ
〈
寛
文
四
年
〉
…
…
…
…
691

二　

寺
社
領
朱
印
を
め
ぐ
る
動
向	

３４５　

甘
泉
寺
山
境
界
に
つ
き
三
河
代
官
松
平
清
左
衛
門
親
正
手
代
連
印
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
十
八
年
八
月
〉
…
…
692

３４６　

太
閤
検
地
以
来
の
荒
地
一
〇
石
は
甘
泉
寺
領
に
つ
き
設
楽
郡
田
原
村
よ

り
三
河
代
官
宛
一
札
控
〈
慶
安
三
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
692

３４７　

高
外
の
四
八
石
は
証
文
な
き
も
甘
泉
寺
領
に
つ
き
朱
印
状
発
給
の
た
め

の
手
形
を
求
め
る
願
書
写
〈
慶
安
三
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
692

３４８　

高
外
四
八
石
を
甘
泉
寺
領
と
す
る
朱
印
状
発
給
を
求
め
る
三
河
代
官
よ

り
寺
社
奉
行
所
宛
手
形
写
〈
慶
安
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
693

３４９　

花
岳
寺
朱
印
状
に
よ
り
霊
源
寺
等
末
寺
は
明
白
に
つ
き
旗
本
吉
良
家
家

来
ら
よ
り
妙
心
寺
宛
届
書
写
〈
寛
文
十
一
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
693

３５0　

花
岳
寺
末
寺
明
白
を
寺
社
奉
行
衆
へ
申
入
れ
に
つ
き
吉
良
義
央
よ
り
華

蔵
寺
宛
書
状
〈
寛
文
十
二
年
閏
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
694

３５１　

本
末
帳
に
あ
っ
て
も
朱
印
状
に
よ
り
霊
源
寺
等
を
花
岳
寺
末
寺
と
す
る

寺
社
奉
行
裁
許
状
〈
寛
文
十
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
694

３５２　

岡
崎
藩
新
田
取
立
て
の
天
白
は
旧
地
に
つ
き
朱
印
状
発
給
を
求
め
る
浄

妙
寺
よ
り
願
書
下
書
〈
元
禄
十
一
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
695

３５３　

寛
永
五
年
よ
り
検
地
に
よ
る
増
分
蔵
米
支
給
に
つ
き
旗
本
吉
良
家
家
来

よ
り
花
岳
寺
宛
連
署
状
〈
元
禄
十
六
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
695

３５４　

朱
印
地
へ
の
村
役
賦
課
停
止
に
つ
き
八
幡
宮
神
主
よ
り
本
宿
陣
屋
旗
本

柴
田
家
役
人
宛
願
書
写
〈
元
文
五
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
696

３５５　

百
姓
支
配
で
旗
本
諏
訪
家
と
対
立
に
て
尾
張
藩
へ
朱
印
状
預
け
た
き
に

つ
き
本
證
寺
よ
り
願
書
写
〈（
天
保
九
年
頃
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
697

３５６　

徳
川
遠
祖
由
緒
に
よ
る
加
増
分
を
碧
海
郡
大
浜
村
よ
り
分
郷
と
す
る
際

の
記
録
〈
天
保
十
三
年
か
ら
同
十
四
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
698

三　

寺
社
領
主
の
諸
相

３５７　

三
河
一
宮
鍛
冶
大
工
の
争
論
取
扱
い
結
果
に
つ
き
扱
い
人
大
工
よ
り
一

宮
神
主
ら
宛
通
知
書
〈
寛
永
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
700

３５８　

キ
リ
シ
タ
ン
吟
味
な
ど
に
つ
き
長
山
陣
屋
旗
本
小
笠
原
長
定
よ
り
三
河

一
宮
神
主
宛
申
渡
し
書
〈
寛
文
四
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
700

３５９　

キ
リ
シ
タ
ン
法
度
抜
き
書
受
領
に
つ
き
三
河
一
宮
神
主
よ
り
旗
本
小
笠

原
家
家
来
宛
一
札
写
〈
寛
文
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
701

３６0　

キ
リ
シ
タ
ン
法
度
抜
き
書
拝
見
に
つ
き
三
河
一
宮
氏
子
よ
り
同
神
主
宛

一
札
〈
寛
文
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
701

３６１　

牢
舎
と
な
っ
た
者
の
出
牢
の
仲
介
を
依
頼
す
る
宝
飯
郡
千
両
村
庄
屋
ら

よ
り
西
明
寺
宛
願
書
〈
貞
享
元
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
702

３６２　

舞
木
八
幡
社
領
内
は
神
主
竹
尾
但
馬
が
宗
門
改
行
う
に
つ
き
赤
坂
代
官

所
宛
届
書
写
〈
元
禄
十
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
702

３６３　

岡
崎
城
内
菅
生
天
王
社
に
関
す
る
記
録
〈
享
保
六
年
か
ら
寛
政
七
年
〉
…
702

３６４　

満
性
寺
伝
来
の
御
領
分
鋳
物
師
由
緒
尋
ね
に
つ
き
同
寺
よ
り
東
泉
坊
宛

回
答
書
写
〈
安
永
八
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
710

３６５　

碧
海
郡
鴛
鴨
村
に
お
け
る
宗
門
改
帳
の
宗
名
書
替
え
に
つ
い
て
の
一
件

記
録
〈
寛
政
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
711

第
三
節
　
地
域
外
世
界
と
の
交
流

一　

朝
廷
・
本
山
・
本
所
の
存
在	

３６６　

曹
洞
宗
西
明
寺
所
蔵
の
三
河
一
宮
神
主
藤
原
延
重
位
記
・
口
宣
案
な
ど

写
〈
延
享
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
724

３６７　

近
衛
家
出
入
り
に
つ
き
本
山
・
岡
崎
藩
主
へ
の
伺
い
な
ど
を
促
す
池
坊

専
定
よ
り
指
示
書
〈（
文
化
九
年
頃
）
二
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
725

３６８　

太
子
像
の
縁
起
は
満
性
寺
で
作
成
さ
れ
る
べ
き
に
つ
き
花
務
よ
り
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
文
化
九
年
頃
）
二
月
〉
…
…
725

３６９　

満
性
寺
所
蔵
太
子
像
の
旧
縁
に
よ
る
近
衛
家
と
の
対
面
を
祝
う
池
坊
専

定
よ
り
同
寺
宛
書
状
〈
文
化
九
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
726



細目次　

３７0　

永
平
寺
大
禅
師
東
海
道
通
行
に
つ
き
宗
祖
報
恩
の
吉
祥
講
を
結
ぶ
よ
う

可
睡
斎
よ
り
通
知
書
〈
天
保
十
一
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
726

３７１　

末
寺
の
綸
旨
等
取
扱
い
不
行
届
を
廻
る
訴
訟
内
済
を
求
め
る
挙
母
藩
よ

り
大
樹
寺
宛
願
書
写
〈
天
保
十
五
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
727

３７２　

伊
勢
神
宮
へ
献
上
の
蝦
夷
国
産
米
分
配
に
つ
き
羽
田
野
敬
雄
よ
り
草
鹿

砥
宣
隆
宛
書
状
〈
安
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
728

３７３　

東
本
願
寺
類
焼
再
建
に
尽
力
し
た
達
如
の
寿
像
頂
戴
を
指
示
す
る
三
河

門
徒
宛
廻
状
写
〈
万
延
元
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
729

３７４　

隣
松
寺
紫
衣
昇
進
断
り
に
つ
き
碧
海
郡
鴛
鴨
村
庄
兵
衛
よ
り
在
京
同
村

神
主
宛
書
状
写
〈
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
731

二　

近
江
永
源
寺
の
三
河
甘
泉
寺
支
配

３７５　

甘
泉
寺
の
本
寺
が
永
源
寺
と
な
る
に
至
る
訴
訟
一
件
記
録

�

〈
承
応
四
年
正
月
・
同
年
二
月
・
明
暦
元
年
十
二
月
〉
…
…
732

３７６　

先
住
遣
い
込
み
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
き
永
源
寺
よ
り
の
指
示
に
対
す
る

甘
泉
寺
玉
翠
ら
請
書
写
〈
明
和
八
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
735

３７７　

玉
翠
一
件
に
つ
き
玉
翠
の
更
迭
を
求
め
る
檀
方
七
か
村
よ
り
永
源
寺
宛

願
書
写
〈
安
永
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
736

３７８　

玉
翠
一
件
に
お
け
る
玉
翠
へ
の
支
援
お
よ
び
更
迭
願
書
取
下
げ
に
関
す

る
記
録
〈
安
永
五
年
か
ら
同
六
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
737

３７９　

王
翠
一
件
に
つ
き
更
迭
願
書
の
返
却
を
廻
る
二
川
陣
屋
と
永
源
寺
と
の

折
衝
に
関
す
る
記
録
〈
安
永
七
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
742

３８0　

玉
翠
一
件
に
つ
き
玉
翠
処
分
の
許
可
を
求
め
る
願
書
と
玉
翠
の
不
行
状

に
関
す
る
記
録
〈
安
永
七
年
八
月
か
ら
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
744

３８１　

玉
翠
一
件
に
つ
き
永
源
寺
参
内
停
止
お
よ
び
幕
府
裁
決
に
よ
る
玉
翠
退

院
の
記
録
〈
安
永
七
年
十
月
か
ら
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
747

３８２　

相
月
院
が
慈
昌
院
大
黒
講
落
札
金
を
本
山
へ
虚
偽
報
告
に
つ
き
詫
び
証

文
写
〈
天
保
十
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
750

３８３　

相
月
院
兼
帯
に
よ
る
不
行
届
に
つ
き
慈
昌
院
大
心
よ
り
本
庵
宛
詫
び
証

文
写
〈
天
保
十
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
750

３８４　

相
月
院
貸
付
証
文
を
大
黒
講
落
札
金
預
り
証
文
と
入
替
え
に
つ
き
慈
昌

院
大
心
供
述
書
写
〈
天
保
十
二
年
閏
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
751

３８５　

相
月
院
証
文
入
替
え
一
件
に
つ
き
市
場
村
定
十
郎
を
取
り
調
べ
た
永
源

寺
出
役
の
記
録
（
抄
）〈
天
保
十
二
年
三
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
752

３８６　

相
月
院
証
文
入
替
え
一
件
吟
味
に
つ
き
永
源
寺
出
役
瑞
巌
の
記
録
（
抄
）

　
　

�

〈
天
保
十
二
年
三
月
〉
…
…
753

第
八
章
　
幕
末
維
新
と
三
河
諸
領
主

第
一
節
　
幕
末
維
新
の
動
乱
と
三
河
諸
領
主	

一　

異
国
船
へ
の
対
応

３８７　

海
岸
広
場
に
お
け
る
大
砲
使
用
許
可
を
求
め
る
田
原
藩
よ
り
幕
府
宛
内

願
書
写
〈
天
保
八
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
764

３８８　

異
国
船
渡
来
に
よ
る
田
原
・
吉
田
藩
か
ら
の
加
勢
依
頼
に
対
す
る
岡
崎

藩
の
対
応
の
記
録
〈
弘
化
三
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
765

３８９　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
よ
り
の
国
書
の
内
容
に
対
す
る
吉
田
藩
主
松
平
信
古

の
意
見
書
写
〈
嘉
永
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
766

３９0　

異
国
船
渡
来
に
伴
う
軍
用
金
賦
課
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
領
民

よ
り
請
書
写
〈
嘉
永
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
767

３９１　

異
国
船
渡
来
に
伴
う
人
員
徴
発
に
つ
き
九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
通
知

下
書
お
よ
び
請
書
写
〈
嘉
永
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
769

３９２　

講
武
所
見
学
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
き
若
年
寄
ら
よ
り
通
知
書

写
〈
安
政
四
年
閏
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
770

３９３　

大
砲
鋳
造
方
法
問
合
せ
に
つ
き
西
大
平
藩
役
人
よ
り
割
元
宛
書
状�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
三
年
四
月
・
六
月
〉
…
…
771

３９４　

海
岸
防
備
の
た
め
西
大
平
藩
へ
大
砲
献
上
に
つ
き
同
藩
御
用
達
格
よ
り

願
書
写
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
772

３９５　

大
砲
献
上
願
う
に
よ
り
西
大
平
藩
御
用
達
格
へ
一
代
帯
刀
免
許
に
つ
き

割
元
宛
書
状
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
773

３９６　

西
大
平
藩
へ
小
銃
献
上
に
つ
き
同
藩
割
元
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
773

二　

戊
辰
戦
争
と
王
政
復
古

３９７　

刈
谷
藩
重
臣
浜
田
与
四
郎
朝
命
に
応
じ
て
藩
主
上
京
を
建
言
に
つ
き
沢

健
次
郎
よ
り
書
状
〈
慶
応
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
774
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３９８　

尾
張
藩
よ
り
受
取
の
書
付
類
を
順
達
に
つ
き
吉
田
藩
よ
り
三
河
諸
藩
宛

書
状
写
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
774

３９９　

江
戸
下
向
の
官
軍
が
岡
崎
を
通
行
す
る
際
の
対
応
に
つ
き
岡
崎
藩
よ
り

幕
府
宛
伺
書
写
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
775

４00　

廻
達
地
域
の
指
示
を
求
め
る
三
河
五
藩
よ
り
尾
張
藩
宛
伺
書
お
よ
び
分

担
書
上
げ
写
〈
慶
応
四
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
776

４0１　

王
政
復
古
に
つ
き
岡
崎
藩
本
多
家
家
中
一
同
勤
王
の
旨
仰
せ
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
四
月
〉
…
…
…
777

４0２　

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
刈
谷
藩
出
兵
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
四
月
か
ら
十
月
〉
…
…
779

４0３　

新
政
府
下
の
在
京
挙
母
藩
士
に
よ
る
留
書
〈
慶
応
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
784

三　

勤
王
誘
引
へ
の
対
応

４0４　

田
原
藩
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
787

４0５　

岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
の
勤
王
証
書
〈
慶
応
四
年
二
月
か
ら
四
月
〉
…
…
…
789

４0６　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関

す
る
記
録
〈
慶
応
四
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
790

４0７　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関

す
る
記
録
〈
慶
応
四
年
二
月
・
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
795

４0８　

武
蔵
岡
部
藩
勤
王
方
と
な
る
に
つ
き
同
藩
重
臣
ら
よ
り
請
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
二
月
〉
…
…
796

四　

尾
張
藩
の
記
録
に
み
る
三
河
の
動
向

４0９　
「
待
賓
館
御
用
留
」
に
み
る
三
河
諸
領
主
の
動
静
〈
慶
応
四
年
〉　

…
…
…
797

４１0　
「
徳
川
義
宜
家
記
」
に
お
け
る
勤
王
誘
引
に
関
す
る
記
事

�

〈
慶
応
四
年
〉
…
…
819

４１１　

三
河
諸
領
主
に
対
す
る
尾
張
藩
の
勤
王
誘
引
に
関
す
る
記
事

�

〈
慶
応
四
年
〉
…
…
831

第
二
節
　
明
治
政
府
と
三
河
諸
領
主

一　

所
領
替
え
と
三
河
定
住

４１２　

家
族
の
三
河
定
住
を
求
め
る
長
沢
陣
屋
旗
本
巨
勢
利
国
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
三
月
〉
…
…
832

４１３　

分
家
大
河
内
家
の
赦
免
を
求
め
る
に
つ
き
吉
田
藩
大
河
内
信
古
よ
り
三

河
裁
判
所
宛
願
書
写　
〈
慶
応
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
832

４１４　

三
河
国
内
の
旗
本
知
行
所
の
安
堵
を
求
め
る
建
言
書
雛
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
834

４１５　

三
河
国
内
の
大
名
・
旗
本
の
所
替
え
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
る
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
835

４１６　

遠
江
の
藩
領
の
上
総
へ
の
所
替
え
に
対
し
近
江
へ
の
所
替
え
を
求
め
る

吉
田
藩
よ
り
願
書
写
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
836

４１７　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
の
知
行
替
え
撤
回
を
求
め
る
領
民
よ
り
願
書

〈
明
治
元
年
十
二
月
・
同
二
年
正
月
〉
…
…
836

４１８　

転
封
に
伴
う
移
転
の
延
引
を
求
め
る
陸
奥
福
島
藩
よ
り
建
言
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
三
月
〉
…
…
839

４１９　

挙
母
藩
在
府
藩
士
の
江
戸
引
き
払
い
遅
延
に
つ
き
届
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
四
月
〉
…
…
839

４２0　

隠
居
お
よ
び
帰
農
に
つ
き
旗
本
鈴
木
家
九
久
平
陣
屋
役
人
よ
り
願
書
下

書
〈
明
治
二
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
840

二　

明
治
政
府
へ
の
対
応
と
版
籍
奉
還

４２１　

版
籍
奉
還
の
執
奏
に
つ
き
半
原
藩
よ
り
願
書
控
〈
明
治
二
年
四
月
〉
…
…
841

４２２　

版
籍
奉
還
等
の
下
問
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
保
よ
り
建
言
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
五
月
か
ら
七
月
〉
…
…
842

４２３　

版
籍
奉
還
等
の
下
問
に
つ
き
西
大
平
藩
主
大
岡
忠
敬
よ
り
建
言
書
写

�

〈
明
治
二
年
五
月
・
七
月
〉
…
…
843

４２４　

国
事
諮
詢
へ
の
建
言
を
求
め
る
通
達
を
通
知
に
つ
き
名
古
屋
藩
よ
り
三

河
諸
藩
宛
廻
状
写
〈
明
治
四
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
846

４２５　

半
原
県
東
京
官
邸
の
拝
領
お
よ
び
払
い
下
げ
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
四
年
八
月
〉
…
…
846

三　

明
治
初
期
の
三
河
諸
藩
政

４２６　

調
査
書
に
関
す
る
田
原
藩
よ
り
弁
官
役
所
へ
の
伺
い
と
回
答
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
八
月
〉
…
…
848
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４２７　

職
制
改
正
に
伴
う
職
務
に
つ
き
上
総
菊
間
藩
よ
り
伺
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
九
月
〉
…
…
851

４２８　

制
度
改
正
に
つ
き
田
原
藩
よ
り
弁
官
役
所
宛
報
告
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
十
月
・
十
一
月
〉
…
…
851

４２９　

儀
式
等
は
従
来
通
り
の
座
順
で
行
い
た
き
に
つ
き
岡
崎
藩
重
臣
よ
り
願

書
写
〈（
明
治
二
年
）
十
二
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
853

４３0　

従
前
の
俸
禄
に
応
じ
た
減
禄
を
求
め
る
岡
崎
藩
士
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
十
二
月
〉
…
…
853

４３１　

重
原
藩
職
制
改
正
の
草
案
〈
明
治
二
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
854

４３２　

挙
母
藩
に
お
け
る
提
灯
・
陣
笠
お
よ
び
官
員
給
与
に
関
す
る
規
定
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
三
年
正
月
〉
…
…
860

４３３　

半
原
藩
士
族
等
の
月
給
取
調
帳
〈
明
治
三
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
863

４３４　

三
河
諸
藩
の
士
族
・
卒
族
の
処
遇
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
三
年
・
同
四
年
〉
…
…
865

４３５　

西
尾
藩
藩
勢
一
覧
（
抄
）〈
明
治
四
年
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
870
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